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横浜国立大学交換留学（派遣）に関する誓約書 

 
横浜国立大学長 殿 
 
私は、横浜国立大学の学生交流協定（覚書）に基づく交換留学(派遣)に申請及び参加するにあたり、下記項

目を遵守し、自己の責任において安全に十分注意して行動することを誓約します。 
なお、誓約事項に反したことが原因で交換留学派遣生の資格を取り消されたり、横浜国立大学の支援を受

けられなくなったりしても、私は、横浜国立大学に異議を申し立てません。 
 
＜注意事項＞ 
・下記事項を確認し、了承の場合には、チェックボックス□に手書きでチェックを入れてください。 
・以下のチェックボックス□の全てにチェックがない場合は、交換留学（派遣）に応募できません。 
 
□  交換留学(派遣)の趣旨を十分理解し、横浜国立大学（以下「本学」という。）を代表しているとい

う自覚を持ち、本学の学生として十分な良識と責任を持って行動し、派遣先大学での学業に精励

するとともに本学の国際交流に貢献すること。 
□  交換留学派遣候補生として決定された後においては、正当と認められる理由以外での辞退はでき

ないこと、また、派遣期間も正当と認められる理由のない限り、変更できないことを十分理解し

たうえで出願すること。 
□  最終的な留学許可の決定権は派遣先大学にあり、交換留学派遣候補生に決定した後でも、派遣先

大学から受入れが許可されず派遣できなくなる場合もあることを理解すること。 
□ 外務省や現地在外公館が発出する最新の現地に関する安全情報を参照し、十分理解した上で渡航・

滞在すること。派遣期間中は、常に安全の確保に努め、テロ、暴動、犯罪、事故、災害など、危

険と判断される場所には近づかないこと。万一、危険な場面に遭遇した場合には、自分の身の安

全を第一に考えて行動すること。 
□  派遣中の災害、テロ、事故、疾病、犯罪等による人的及び物的損害について、本学に対し一切の

責任を問わないこと。 
□ 派遣期間中は、派遣先の国・地域で適用される法令、派遣先大学及び本学の諸規則を遵守すると

ともに、指導教員、担当者等の指示に従い、滞在国・地域の公序良俗に反することがないように

注意すること。薬物・武器・模造品の購入・所持や使用については、派遣先の国・地域で適用さ

れる法令のみならず、日本国の法令で禁止されているものについても行わないこと。 
□  応募までに指導教員と各部局の教務係・学務係に、卒業研究、交換留学前後の履修について相談

しておくこと。 
□ 留学に必要な手続き（派遣先大学に提出する各種書類の作成、パスポート及びビザの取得、航空

券の手配、居所の手配、保険加入、本学における留学手続、単位認定手続等）を十分に確認し、

学生自身で行うこと。  
□  派遣先大学が所在する国・地域の治安・状況によっては、本学が派遣の中止・延期又は帰国勧告

を決定することがあることを理解し、その指示に速やかに従うこと。 
□  学業成績や参加姿勢に問題がある等の理由で、本学または派遣先大学が途中帰国を勧告する場合

があることを認識し、その場合これに従うこと。これらの通告による派遣の中止・延期又は帰国

に際して発生する費用は個人負担とすること。 
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□  派遣前、派遣中、派遣後は、所定の届出及び報告書を本学に遅滞なく提出すること。派遣期間中

の連絡先に変更があった場合は、速やかに本学へ届け出ること。 
□  渡航前に、出発日から帰国日までの全期間を補償期間とする、本学指定の留学保険及び留学サポ

ートプログラムに加入すること。また、派遣先大学から現地保険に加入することを求められた場

合は、双方の保険に加入すること。 
□  本学が開講する「海外旅行安全対策・危機管理Ⅰ」の講義又は本学が代替措置として認める海外

旅行安全対策・危機管理Ⅰに相当する講義を受講すること。 

□  個人情報について、本学、派遣先大学、危機管理会社、加入保険会社、関係省庁及び在外公館が

事故時の対応、学生及び父母等家族との連絡、派遣実施のために共有、利用することに同意する

こと。派遣先大学で取得した成績情報、生活面の情報などを含む個人情報を交換留学(派遣)運営の

ため又は他の学生の安全を守るために、本学が派遣先大学から提供を受けることに同意すること。 
□  留学保険の補償内容は渡航前によく確認し、補償対象の事由と免責事由を把握しておくこと。 
□  派遣先では自動車及びオートバイの運転並びに留学保険にて補償されない活動は行わないこと。 
□  帰国は、正当と認められる理由のない限り、派遣先大学で履修する科目の最終試験日から２週間

以内とし、引き続き本学に在籍すること。 
□  帰国後、本学が開催する海外留学説明会等での体験談発表等へ協力すること。 
 
 
 
 

年   月   日   学部／学府／研究科・学年：                
 

 

学籍番号：                        
 

 

氏名：                 （印）    
   

上記に同意し、学生本人が上記誓約事項を遵守することを保証します。 
 

      年   月   日 
 

                 父母等家族氏名：            （印）   
                 父母等家族直筆のこと。印は学生のものとは別のものを使用してください。 


